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株式会社秀〆

正月飾りの選び方、飾り方って！？

毎年忘れてしまう正月飾りについてご紹介

お正月飾りを通じて伝統文化の継承と革新を目指す株式会社秀〆（本社：長野県飯田市／営業本部：栃木県宇都宮

市、代表取締役：伊藤美明）から、お正月飾りの選び方・飾り方をご紹介いたします。

■お正月飾り、しめ縄の飾る場所、飾り方

「お正月飾り」「しめ縄」は毎年飾っているのに、いつも忘れてしまうと思ってる方や、そもそも何のために、いつまでにどこ

に何を飾ればいいのかという方の疑問を解決いたします。

■お正月飾りの選び方

①飾る場所から選ぶ

-玄関：

玄関は神様をお迎えするための目印となり重要な場所です。

玄関飾り、門松を飾り付けます。関東では、玉飾り、関西ではしめ縄（ゴンボ）を飾り付けるのが一般的ですが、近年では

しきたりにとらわれず自分たちの好みの玄関飾りを飾り付る方が増え、リースの需要も増加しています。



　　関東【玉飾り】　　　　　　　　　　　　　関西【ゴンボ】　　　　　　　　　　　　　　　　オリジナルなリース

-神棚：

歳神様をお迎えし、神棚にお祀りするための神聖な場所としてしめ縄を飾ります。

神棚に飾るのは主にしめ縄で、関東では牛蒡じめ（ごぼうじめ）、関西～中京では五社、三社、新潟では米どころを表現

した稲穂のついた大黒〆（だいこくじめ）などのしめ縄を飾ります。

神棚のしめ縄は、１年中飾るのが一般的で、新年になる前に取り替えます。

　　　関東【牛蒡じめ（ごぼうじめ）】　　　　　　　　関西～中京【五社】　　　　　　　　　新潟【大黒じめ（だいこくじめ）】

-水回り（火の元）：

玄関以外の出入口の結界として利用します。昔から水や火の元には災いがあるため飾っています。

主に玄関飾りを簡略化したシンプルなしめ縄を飾ります。関東では輪飾り、輪〆（わじめ）。関西では、メガネ、中京では

豆〆（まめじめ）と呼ばれる輪飾りを飾るのが一般的です。



関東【輪飾り、輪〆（わじめ）】　　　　　　　　　　関西【メガネ】　　　　　　　　　　　　中京【豆〆（まめじめ）】

-室内（インテリア）：

玄関飾り同様、神様の通り道としての目印として飾ります。

主に鏡餅などがありますが、最近ではご自宅事情により玄関に飾り付けができないこともあり、室内にミニ門松や木製の

鏡餅、玄関リースを飾るご家庭が増えています。

　　　　　　　　　　室内にミニ門松　　　　　　　　　　　　　　　　木製の鏡餅　　　　　　　　室内としても飾れるリース



②飾りの意味から選ぶ

玄関飾りなどに取り付けられている飾りにも様々な意味があり、未来への願いを込めて飾られています。

■お正月飾りの飾り方

-飾る日（時間帯）：

１２月１３日の「正月事始め」から１２月２８日の間に飾りつけをするのがよいとされています。２９日は「苦が立つ」「二重

苦」、３１日は葬儀と同じ「一夜飾り」とされ縁起が悪いです。飾る時間は特に関係がありません。また、大安や仏滅など

の六曜についても特に気にしなくても大丈夫です。

-流れ（お作法）：

神様をお迎えするので、まずは飾りつけをする場所をきれいにしてから飾りつけをしましょう。橙（だいだい）や裏白（うら

じろ）など、天然のものを使用している場合は、早く飾り付けると傷みやすくなるため要注意です。細かいお作法は特にな

いため、神様をお迎えするための気持ちが大切になります。

■お正月飾りのしまい方

-飾る期間：

松の内までとされており、一般的に関東は１月７日まで、関西は１月１５日までなど、地域によって異なります。

-自治体でのどんど焼き／お焚き上げ（近所の神社・お寺）

昔から正月飾り、しめ縄、輪飾りなどは、各自治体のどんど焼きもしくは近所の神社やお寺のお焚き上げなどで無病息

災を祈願し焚き上げておりましたが、都市化や少子化、環境問題により実施可能な場所が少なくなってきております。



-塩で清めてから自治体の処分方法にしたがって…

処分方法にお困りの方も多いのではないでしょうか。しめ縄などは、お塩で清めるなどして、自治体の処分方法に従って

取り付けている部品を分別などを行います。気になる方は、さらに新聞紙などでくるんで処分をしていただいて問題あり

ません。

-2023年シーズンは処分しないしめ縄飾り「SDGｓしめ縄飾り」も新発売　（２022年11月予約販売開始 予定）

“お正月飾りは毎年買い替える、処分する”という概念を超えた1年中飾っていただける商品です。

現代の住環境に合わせたモダンなデザインに、近年のインテリアの人気カラーであるくすみ色を取り入れました。

お正月、松の内が終わっても和のインテリアとして、また、傷みも少ないため翌年もご利用できます。

価格：2,980円（税込）

販売場所：オンラインショップ（楽天、Yahoo!ショッピング、Amazon）

※商品貸出／ご取材について

商品貸出やご取材をご希望の際は、下記のお問合せ先までご一報ください。

■解説者プロフィール

株式会社秀〆（ひでしめ） 専務取締役 伊藤慎太郎

1985年生まれ。長野県飯田市出身。好きなお正月飾りは、縁起物をふんだ

んに使用した関東玉飾り。

学生の頃は野球に熱中しておりましたが、システムエンジニアを経て、現在

の株式会社秀〆に入社。日本の伝統である正月飾り、しめ縄を主力商材と

して扱っているところに魅力を感じ、伝統商材を次世代に残せるよう奮闘中

です。



■株式会社秀〆について

お正月飾りとお盆用品を通じて日本の伝統文化の継承と革新を目指す製造卸企業。お雑煮のように全国各地で形が異

なるお正月飾りを守り後世に引き継ぐ一方、近年はオンラインを中心にモダンなデザインの商品や30種類超のカラフル

なしめ縄などのハンドメイド商材を展開し30代ファミリー層など新たな顧客層の開拓を進めています。

■会社概要

所在地：本社 長野県飯田市鼎名古熊2104-7

　　　　　 営業本部　栃木県宇都宮市下金井町661-3

代表取締役：伊藤美明

設立： 昭和60年11月29日

事業内容： お正月飾り（〆縄、〆飾り）、お盆用品の製造卸

HP：https://www.hideshime.co.jp/

オンラインショップ：

　楽天内（https://www.rakuten.ne.jp/gold/okazari/）

　Yahoo!ショッピング内（https://store.shopping.yahoo.co.jp/okazari/?sc_i=shp_pc_product_mdPriceList_store-Info）

Instagram：@hideshime（https://www.instagram.com/hideshime/）

【報道関係者お問い合わせ先】

株式会社秀〆（ひでしめ）　担当：専務取締役 伊藤 慎太郎

E-mail：utsunomiya@hideshime.co.jp  TEL：028-601-3424  FAX：028-601-4524

https://www.hideshime.co.jp/
https://www.rakuten.ne.jp/gold/okazari/
https://store.shopping.yahoo.co.jp/okazari/?sc_i=shp_pc_product_mdPriceList_store-Info
https://www.instagram.com/hideshime/

